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地域を守る！！
令和６年４月１日現在　　組合員数／3,502名

賦課面積／5,115ha　　田／4,445ha　畑／670ha

第 　１０４ 　号

能登半島地震被害調査の為の臨時取水
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令
和
６
年
度 

通
常
総
代
会

去
る
３
月
８
日（
金
）本
土
地
改
良

区
３
階
大
会
議
室
に
て
、
令
和
６
年

度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
総
代
47
名
の
出
席
を
頂

き
、
丸
山
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

議
長
に
茨
曽
根
地
区
の
小
港
賢
一
総

代
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
林
太
総
代
か
ら
の
一
般
質
問
を
受

け
、
各
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

の
説
明
・
討
論
採
決
の
順
に
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
慎
重
審
議
の

結
果
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議長 小港賢一 総代（茨曽根）

原案どおり議決

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

【
参
考
】
土
地
改
良
区
電
気
料
金
高
騰
緊

急
対
策
支
援
事
業
は
、
電
気
使
用
量
２
割
削

減
に
取
り
組
ん
だ
土
地
改
良
区
に
令
和
４
年

度
か
ら
比
較
し
て
令
和
５
年
度
の
電
気
料
金

高
騰
分
を
補
助
す
る
事
業
。
補
助
率
は
、
国

70
％
、
県
10
％
、
市
15
％

二
、
白
根
郷
は
、
一
部
除
き
ま
す
が
都
市

排
水
も
農
業
用
施
設
を
使
用
し
て
い
る
関
係

で
、
新
潟
市
か
ら
宅
地
な
ど
の
排
水
分
に
対

し
て
負
担
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
負
担

金
を
算
出
す
る
為
の
宅
地
面
積
は
、
昭
和
49

年
の
制
定
当
初
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
転
用
が
増
え
る
中
、
今
回
、
令

和
６
年
度
よ
り
、
転
用
を
反
映
し
た
面
積
の

見
直
し
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
増
額
し
た
と
い
う
内
容

で
す
。

45
番
総
代
小
林
太

一
、
土
地
改
良
区
電
気
料
金
高
騰
緊
急
対

策
支
援
事
業
に
つ
い
て

新
潟
市
予
算
が
１
億
５
，
４
０
０
万
円
に

対
し
て
、
白
根
郷
の
収
入
の
新
潟
市
助
成
金

が
２
８
８
万
４
千
円
と
少
額
な
の
は
な
ぜ
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

二
、
新
潟
市
の
排
水
負
担
金
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
、
新
潟
市
か
ら
の
排
水
負
担

金
が
増
額
し
て
お
り
ま
す
が
、
内
容
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。理

事
長
答
弁

一
、
電
気
料
金
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
新
潟
市
に
お
い
て
は
、
非
常
に
手
厚

い
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
令
和

５
年
度
の
新
潟
市
か
ら
の
補
助
金
額
は
１
，

８
０
０
万
円
程
と
な
る
予
定
で
す
。

令
和
５
年
度
の
令
和
４
年
度
に
比
べ
て
の

電
気
料
金
高
騰
額
は
２
，
３
０
０
万
円
程
で

国
か
ら
の
補
助
金
が
１
，
６
０
０
万
円
程
、

県
か
ら
の
補
助
額
が
２
３
０
万
円
程
と
な
り

ま
す
。

土
地
改
良
区
の
予
算
上
の
助
成
金
２
８
８

万
４
千
円
に
つ
い
て
は
、
予
算
を
組
む
段
階

と
、
新
潟
市
の
議
会
の
議
決
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ズ
レ
が
生
じ
た
事
に
よ
る
差
異
で
す
。

今
後
も
継
続
し
て
支
援
い
た
だ
け
る
よ
う

一
般
質
問
要
旨

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

第１号報告
第５号議案

第６号議案
第７号議案

第８号議案

第９号議案
第10号議案
第11号議案
第12号議案
第13号議案
第14号議案
第15号議案

第16号議案
第17号議案

令和５年度　白根郷土地改良区一般会計収入支出補正
予算専決処分承認について
令和５年度　白根郷土地改良区一般会計繰越明許費の
繰越使用承認について
令和５年度　白根郷土地改良区一般会計収入支出補正
予算について 
令和５年度　白根郷土地改良区特別会計各事業区収入
支出補正予算について
監査報告について
令和６年度　新規土地改良施設維持管理適正化事業の
実施について 
令和６年度　農業基盤整備促進事業の実施について
令和６年度　団体営基幹水利施設ストックマネジメン

ト事業の実施について
令和６年度　団体営地域農業水利施設ストックマネジメ
ント事業の実施について
令和６年度　農村地域防災減災事業の実施について
令和６年度　県営ストックマネジメント事業の実施について
白根郷土地改良区定款の一部変更について
白根郷土地改良区定款附属書役員選挙規程の一部変更について
役員及び総代等報酬及び費用弁償額支給規程の一部変更について
令和６年度　白根郷土地改良区一般会計収入支出予算について
令和６年度　白根郷土地改良区特別会計各事業区収入支
出予算について
令和６年度　組合費の賦課金徴収の時期及び徴収方法について
令和６年度　決済徴収金について
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３

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
秋
の
収
穫
と
な
っ
た
ら
ほ
と
ん
ど
の
米

が
２
等
米
や
３
等
米
で
、
１
等
米
比
率
は

数
％
と
い
う
散
々
な
結
果
で
し
た
。

昨
年
の
猛
暑
が
異
常
気
象
だ
っ
た
の
で
あ

れ
ば
ま
だ
良
い
の
で
す
が
、
毎
年
こ
の
よ
う

な
暑
さ
が
当
た
り
前
に
な
る
懸
念
が
ご
ざ
い

ま
す
。

又
、
今
年
の
冬
は
本
当
に
暖
冬
小
雪
で
山

に
も
積
雪
が
極
端
に
少
な
い
よ
う
で
す
。

益
々
用
水
供
給
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
総
代

各
位
の
ご
協
力
の
も
と
組
合
員
か
ら
お
叱
り

を
受
け
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
昨
年
は
電
気
料
金
の
高
騰
対
策

と
し
て
、
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

揚
水
機
場
の
運
転
時
間
の
短
縮
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
電
気
料
金
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
５
月
16
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
１
時
間

の
短
縮
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
気
料
金
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
５
年
度
も
国
、

県
、
市
か
ら
高
騰
分
に
対
し
補
助
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
以
降
も
高
騰
が
高
止
ま
り
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
し
要
望
を
続
け
て
参
り
ま

す
。白

根
郷
で
は
元
日
の
地
震
の
影
響
に
よ
っ

て
４
月
よ
り
開
始
す
る
用
水
供
給
に
不
備
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
、
臨
時
の

取
水
権
を
申
請
し
、
電
力
も
緊
急
に
通
電
さ

せ
て
も
ら
い
１
月
29
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で

緊
急
の
パ
イ
プ
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
総
代
各
位
を
始
め
地
元
関

た
。そ

ん
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
10

月
末
か
ら
３
日
間
か
け
て
総
代
会
研
修
を
計

画
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
総
代
各
位
の
参
加

を
い
た
だ
い
て
研
修
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
庄

内
赤
川
土
地
改
良
区
で
は
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
た
農
業
の
事
例
を
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
名
取
川
頭
首
工
で
は

頭
首
工
の
更
新
の
際
の
手
法
や
東
日
本
大
震

災
の
時
の
状
況
な
ど
の
詳
細
な
説
明
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
白
根
郷
の
土
地
改
良
区
運
営

の
ヒ
ン
ト
を
得
た
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
大

変
有
意
義
な
研
修
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
は
新
潟
県
が
梅
雨
明
け
し
た
と
発
表

が
あ
っ
た
７
月
21
日
以
降
、
異
常
な
ほ
ど
の

高
温
が
続
き
全
国
一
暑
い
日
を
何
日
も
記
録

す
る
だ
け
で
な
く
、
全
く
降
雨
が
無
い
と
い

う
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
夏
で
し

た
。用

水
は
大
河
信
濃
川
か
ら
取
水
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
一
時
期
は
河
川
水
位
の
低
下

で
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
幸
い
枯
渇
す
る
よ

通
常
総
代
会
開
会
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
令
和
６
年
度
通
常
総
代
会
の
ご
案

内
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
総
代
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
多

数
の
出
席
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
も
っ
て
、
元
日
に
発
生
し
ま
し
た
令

和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
地
域
の
皆
様
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
日
も
早
く

復
旧
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
総
代
の
任
期
は
令
和
６
年
７
月
29

日
ま
で
で
す
の
で
、
特
に
大
き
な
出
来
事
が

起
こ
ら
な
け
れ
ば
本
日
が
皆
様
方
と
お
こ
な

う
最
後
の
総
代
会
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

４
年
間
の
任
期
中
８
回
開
催
さ
れ
る
総
代
会

の
う
ち
３
回
を
書
面
議
決
に
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
６
回
の
全
体
で
の
懇
親
会
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
今
ま
で
の
常

識
を
根
底
か
ら
覆
さ
れ
た
期
間
で
あ
り
ま
し

通
常
総
代
会
理
事
長
挨
拶

水
土
里
ネ
ッ
ト
白
根
郷

　
理
事
長
　
丸
　
山
　
久
　
夫

係
者
の
皆
様
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

す
べ
て
の
揚
水
機
場
を
テ
ス
ト
で
き
た
訳

で
は
無
い
の
で
す
が
、
７
割
程
の
機
場
で
テ

ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
故

障
箇
所
に
つ
い
て
は
４
月
に
向
け
て
補
修
工

事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
審
議
を
お

願
い
す
る
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５

年
度
補
正
関
連
議
案
と
令
和
６
年
度
実
施
予

定
の
事
業
の
関
連
議
案
、
並
び
に
令
和
６
年

度
予
算
と
そ
の
関
連
議
案
で
す
。

そ
し
て
８
月
の
役
員
改
選
に
向
け
て
、
土

地
改
良
区
へ
の
女
性
参
画
推
進
の
た
め
の
定

款
変
更
、
並
び
に
役
員
選
挙
規
程
等
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

総
代
各
位
の
慎
重
審
議
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
開
会

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令和６年３月８日に開催した通常総代会で議決された本年度予算額は次のとおりです。

予算内分比図

〔収入〕 〔支出〕

（収　　　入）                      　△印：減（単位：円）

科　　　　目 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比 　 較

（支　　　出）                      　△印：減（単位：円）

科　　　　　目 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比 　 較

 1. 土地改良事業収入

 2. 附帯事業収入

 3. 基本財産運用収入

 4. 特定資産運用収入

 5. 補助金等収入

 6. 交 付 金 収 入

 7. 業務受託料収入

 8. 雑 　 収 　 入

 9. 特定資産取崩収入

 10. 固定資産売却収入

 11. 他会計繰入金

A当期 収 入 合 計

 12. 繰 　 越 　 金

B収　入　合　計

600,676,000

7,457,000

13,000

231,000

234,231,000

69,550,000

98,111,000

1,013,000

322,230,000

1,500,000

11,088,000

1,346,100,000

147,092,000

1,493,192,000

8,856,000

0

0

18,000

17,255,000

16,310,000

3,716,000

100,000

23,810,000

0

1,482,000

35,727,000

23,924,000

11,803,000

△

△

△

△

△

△

△

△

591,820,000

7,457,000

13,000

249,000

216,976,000

85,860,000

94,395,000

1,113,000

298,420,000

1,500,000

12,570,000

1,310,373,000

171,016,000

1,481,389,000

 1. 土地改良事業費

 2. 附 帯 事 業 費

 3. 一 般 管 理 費

 4. 土地改良事業負担金

 5. 固定資産取得支出

 6. 特定資産積立金

 7. 雑 　 支 　 出

 8. 予 　 備 　 費

C当 期 支 出 合 計

 A－C当期収支差額

B－C次期繰越収支差額

835,126,000

1,800,000

174,144,000

153,924,000

2,800,000

308,022,000

200,000

17,176,000

1,493,192,000

△147,092,000

0

12,422,000

0

6,726,000

30,260,000

10,400,000

1,910,000

0

4,271,000

11,803,000

23,924,000

0

847,548,000

1,800,000

167,418,000

123,664,000

13,200,000

306,112,000

200,000

21,447,000

1,481,389,000

△171,016,000

0

8．予備費
　（1.15％）

7．雑支出
　（0.01％）

6．特定資産積立金
　（20.63％）

5．固定資産
　取得支出
　（0.19％）

4．土地改良
　事業負担金
　（10.31％）

3．一般管理費
　（11.66％） 2．附帯事業費

　（0.12％）

1．土地改良
　事業費
　（55.93％）

12．繰越金
　　（9.85％）11．他会計繰入金

　　（0.74％）
10．固定資産
　　売却収入
　　（0.10％）

8．雑収入
　（0.07％）

9．特定資産
　取崩収入
　（21.58％）

6．交付金収入
　（4.66％）

5．補助金等収入
　（15.67％）

2．附帯事業収入
　（0.50％）
3．基本財産運用収入
　（0.01％）
4．特定資産運用収入
　（0.02％）

1．土地改良
　事業収入
　（40.23％）

7．業務受託料収入
　（6.57％）

令和６年度　　予 算 概 要
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白根郷土地改良区の指定する金融機関との委託契約に基づき徴収を行う。
指定金融機関　第四北越銀行、新潟かがやき農業協同組合、えちご中越農業協同組合、
　　　　　　　新潟市農業協同組合

8,276円

260円

2,312円

11,500円

4,138円

130円

1,156円

652円 326円

5,750円

９５０円

７９２円

７３０円

６４６円

７００円

８５２円

７５０円

８６０円

８５０円

７６０円

４７５円

３９６円

３６５円

３２３円

３５０円

４２６円

３７５円

４３０円

４２５円

３８０円

令和６年度   賦課金について

徴収期限が休日にあたるときは順次繰下げる。全期一般賦課金 ４月１日 １０月２０日

期別賦課金別 賦課期日 徴収期限 附　　　　　　　　　　　　記

２.　賦　課　及　び　徴　収　の　時　期

３.　徴　収　の　方　法

１.　賦　課　率

区　　　分
１０a当り賦課率
田 畑・その他

１０a当り賦課率

事　　　業　　　区共　　　　　　　　　通

田 畑・その他

計

一
般
賦
課
金

負
担
金
分
担
金

充
当
賦
課
金

事 務 費 維 持
管 理 費 充 当

大 島 頭 首 工
管理分担金充当

白 根 排 水 機
管理分担金充当

県営かんがい排水
事業負担金充当

新 飯 田

須 　 田

茨 曽 根

庄 　 瀬

小 　 林

白 　 根

臼 　 井

大 　 郷

鷲 　 巻

根 　 岸

区　　分

一般賦課金

取扱金融機関
　銀行…第四北越銀行
　農協…新潟かがやき農業協同組合・えちご中越
　　　　農業協同組合・新潟市農業協同組合

◎お問い合わせは
総務課管理係まで

賦課金の納入は口座振替が便利

◎各農協の合併に伴う変更のお手続きは必要ありません。
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 499,261
 41,137

31,556
 28,786

21,502
 27,381

34,622
21,371
32,473
35,896
33,514

 249,630
20,568

 15,778
14,393

 10,751
 13,690

17,311
10,685
16,236
17,948
16,757

 249,630
20,568

 15,778
14,393

 10,751
 13,690

17,311
10,685
16,236
17,948
16,757

こ
の
土
地
改
良
区
の
組
合
員
が
、
土
地
改
良
法
第

42
条
第
２
項
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
の
令
和
６
年

度
に
お
け
る
決
済
徴
収
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区　　分

共　　　通
新飯田
須　田
茨曽根
庄　瀬
小　林
白　根
臼　井　
大　郷
鷲　巻
根　岸

事　
　

業　
　

区

決済金 1 0 a 当 り
田 畑、その他 田を畑、その他に変更

円 円 円

一般土地改良事業（共通、事業区）

円

円

令和６年度
特 別 排 水
負 担 金

10a当り
共 　 通
事 業 区

186,698
23,007

※ 特別排水負担金 （消費税10％が加算されます。）

特別排水負担金は白根郷土地改良区施設使用規程第15条に規定されています。

　
監
事
は
、
令
和
６
年
２
月
26
日
に
定
款
第
22
条
及
び
監
査
細
則
第
７
条
の
規
定
に

基
づ
き
当
土
地
改
良
区
の
令
和
5
年
度
の
業
務
に
つ
い
て
監
査
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
左
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

記

１
、
運
営
に
つ
い
て

○
全
体
と
し
て
、
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
物
価
高
騰
に
よ
り
農
業
経
営
が
非
常
に
厳

し
い
な
か
組
合
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
よ
り
一
層
予
算
の
計
画
的
か
つ
効

率
的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

○
農
業
者
の
担
い
手
不
足
や
多
発
す
る
災
害
な
ど
農
業
が
抱
え
る
多
く
の
問
題

が
あ
る
が
、
将
来
に
わ
た
り
意
欲
あ
る
農
業
者
が
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

引
き
続
き
組
合
員
の
期
待
に
応
え
安
定
し
た
運
営
を
お
願
い
す
る
。

２
、
事
業
に
つ
い
て

○
電
力
料
金
の
高
止
ま
り
が
続
く
厳
し
い
情
勢
の
な
か
、
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
よ
る
節
電
対
策
を
始
め
と
す
る
各
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
努
力
を
お
願
い
す
る
。

○
本
年
度
の
高
温
被
害
に
対
す
る
用
水
管
理
や
能
登
半
島
地
震
の
災
害
対
応
で

は
、
理
事
総
代
各
位
の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
用
水

管
理
に
対
し
て
も
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
用
水
の
安
定
供
給
に
ご
尽
力
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

総
括
監
事　
　

平　

山　

信　

之

監　
　

事　
　

安　

藤　

周　

一

監　
　

事　
　

風　

間　

勝　

廣

監　
　

事　
　

捧　
　
　

大　

輔

監　
　

事　
　

梅　

津　

喜　

廣

監

査

報

告

令和６年度   決済徴収金について
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７

職名 課　名 課　長 課長補佐 係　名 係　長 係　　員

事
務
局
長　

本
田
　
利
憲

総務課 関根　　良 田中　和幸
（係長兼務）

庶務係 佐藤　智子 小田　千陽　　上杉　海都　　安澤あずさ

管理係 田中　和幸 高山　和彦　　小林　　巧　　青木　綾実

経理係 廣木　一浩 大澤　美月

農　村

整備課
佐藤五輪雄

高井　　実
（参事兼務）

松井　泰寛
（係長兼務）

事業係 小林　　誠 関根　敏喜　　齊藤　朱里　　小林　夏希　

工事係 松井　泰寛
高田　幸博　　中村　　孝　　泉井　勇哉
高野　亮介　　青山　大樹

用排水係 中野　　司
渡辺　　茂　　長谷川淳一　　山際　優太
須田　　篤　　梅田　　望　　難波　卓朗
相沢　孝文

白根排水
機場係 高橋　徳仁

見原美由紀　　牧口　栄樹　　森山　　彰
阿部　尚輝　　関口　翔太　　伊藤　昌祥
田村　茂（臨時） 　相沢　孝之（臨時）　小林　高幸（臨時）

令
和
６
年
３
月
26
日
、
東
京
都
シ
ェ
ー

ン
バ
ッ
ハ
サ
ボ
ー
に
お
い
て
、
第
65
回
全

国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
多
大
の
貢
献
が

あ
っ
た
と
し
て
、
丸
山
理
事
長
が
全
土
連

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
全
土
連
会
長
賞
受
賞
者

を
代
表
し
丸
山
理
事
長
が
全
土
連
の
二
階

俊
博
会
長
よ
り
直
接
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
21
日
、

長
い
間
土
地
改
良
に
貢

献
し
た
個
人
に
贈
ら
れ

る
県
土
連
表
彰
が
新
潟

市
中
央
区
県
土
連
ビ
ル

で
行
わ
れ
、
須
田
事
業

区
の
樋
口
正
久
理
事
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
研
修
視
察

令
和
５
年
10
月
31
日
か
ら
11
月
２
日
の
日
程
で
、
総
代
会

研
修
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
山
形
県
庄
内
赤
川
土
地
改
良

区
の
国
営
I
C
T
モ
デ
ル
事
業
と
宮
城
県
名
取
土
地
改
良
区

で
名
取
川
頭
首
工
の
更
新
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

白根郷土地改良区事務局職員配置表 令和６年４月１日

全
土
連
表
彰

県
土
連
第
63
回
功
労
者
表
彰
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信濃川下流土地改良区連合

令和４年度　財務状況

△

信濃川下流土地改良区連合規約第45条に基づき財務に関する事項を公表します。

１．一般会計収支決算

（収　　　入）                          　△印：減（単位：円）

令和６年度　一般会計予算概要

1．土地改良事業収入

2．特定資産運用収入

3．補 助 金 等 収 入

4．交 付 金 収 入

5．業務受託料収入

6．雑　　収　　入

A当 期 収 入 合 計

7．繰　　越　　金

B収　入　合　計

11,713,000

1,000

864,000

3,150,000

24,688,000

1,000

40,417,000

5,494,000

45,911,000

11,229,000

1,000

647,000

0

22,225,000

1,000

34,103,000

4,458,000

38,561,000

484,000

0

217,000

3,150,000

2,463,000

0

6,314,000

1,036,000

 7,350,000

科　　目 比　　較本年度予算額 前年度予算額

（支　　　出）                          　△印：減（単位：円）

1．土地改良事業費

2．一 般 管 理 費

3．特定資産積立金

4．予　　備　　費

C当 期 支 出 合 計

A－C当期収支差額

B－C次期繰越収支差額

31,765,000

5,650,000

4,000,000

4,496,000

45,911,000

△5,494,000

0

25,533,000

5,568,000

3,000,000

4,460,000

38,561,000

△4,458,000

0

6,232,000

82,000

1,000,000

36,000

7,350,000

△1,036,000

0

科　　目 比　　較本年度予算額 前年度予算額

令和６年３月15日に開催した通常総会で議決された本年度予算額は次のとおりです。

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

（収　　　入）                          　△印：減（単位：円）

1．土地改良事業収入

2．特定資産運用収入

3．補 助 金 等 収 入

4．業務受託料収入

5．雑　　収　　入

A当 期 収 入 合 計

6．繰　　越　　金

B収　入　合　計

10,794,000

1,000

687,000

19,203,000

1,000

30,686,000

4,893,000

35,579,000

10,794,000

169

687,000

19,195,040

132

30,676,341

4,893,218

35,569,559

0

831

0

7,960

868

9,659

218

 9,441

科　　目 比　　較予算額 決算額

（支　　　出）                          　△印：減（単位：円）

1．土地改良事業費

2．一 般 管 理 費

3．特定資産積立金

4．予　　備　　費

C当 期 支 出 合 計

A－C当期収支差額

B－C次期繰越収支差額

22,423,000

5,698,000

3,000,000

4,458,000

35,579,000

△4,893,000

0

22,355,256

4,830,021

3,000,000

0

30,185,277

491,064

5,384,282

67,744

867,979

0

4,458,000

5,393,723

科　　目 比　　較予算額 決算額

収入支出差引残金　5,384,282円　令和５年度へ繰越

２．貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和 5年 3月 31 日現在
（単位：円）

科　　　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　資　産　の　部
　１流動資産
　　（1）現金及び預金 7,198,833 7,065,994 132,839
　　（2）未収賦課金等 0 0 0
　　（3）その他未収金 3,397,040 12,481,058 △ 9,084,018
　流動資産合計 10,595,873 19,547,052 △ 8,951,179
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科　　　　　　　目 当年度 前年度 増減
　２固定資産
　　（1）基本財産 0 0 0
　　（2）特定資産
　　　受託土地改良施設使用収益権 334,188,342 362,274,351 △ 28,086,009
　　　維持管理積立金 5,326,000 2,326,000 3,000,000
　　（3）その他固定資産 0 0 0
　固定資産合計 339,514,342 364,600,351 △ 25,086,009
　３繰延資産 0 0 0
資産合計 350,110,215 384,147,403 △ 34,037,188
Ⅱ　負　債　の　部
　１流動負債
　　未払金 5,151,447 14,611,547 △ 9,460,100
　　預り金 60,144 42,287 17,857
　流動負債合計 5,211,591 14,653,834 △ 9,442,243
　２固定負債 0 0 0
負債合計 5,211,591 14,653,834 △ 9,442,243
Ⅲ　正　味　財　産　の　部
　１指定正味財産
　　（1）補助金等 0 0 0
　２一般正味財産 344,898,624 369,493,569 △ 24,594,945
　（うち特定資産への充当額） （339,514,342） （365,723,962） （△ 26,209,620）
正味財産合計 344,898,624 369,493,569 △ 24,594,945
負債及び正味財産合計 350,110,215 384,147,403 △ 34,037,188

３．正味財産増減計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31 日まで
（単位：円）

科　　　目 金額 科　　　目 金額
Ⅰ一般正味財産増減の部
　１経常増減の部
　　（1）経常収入 　　（2）経常支出
　　　土地改良事業収入 10,794,000 　　　土地改良事業費 22,355,256
　　　特定資産運用収入 169 　　　減価償却費 28,086,009
　　　受取補助金等 687,000 　　　一般管理費 4,830,021
　　　受取業務受託料 19,195,040 　　
　　　雑収入 132
　　経常収入計 30,676,341 　　経常支出計 55,271,286
　　当期経常増減額 △ 24,594,945
　２経常外増減の部
　　（1）経常外収入 0 　　（2）経常外支出 0
　　当期経常外増減額 0
　当期一般正味財産増減額 △ 24,594,945
一般正味財産期首残高 369,493,569
一般正味財産期末残高 344,898,624
Ⅱ指定正味財産増減の部
　当期指定正味財産増減額 0
指定正味財産期首残高 0
指定正味財産期末残高 0
Ⅲ正味財産期末残高 344,898,624

４．財産目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和 5年 3月 31 日現在
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
流動資産  10,595,873 流動負債  5,211,591 
　現金及び預金  7,198,833 　未払金  5,151,447 
　未収賦課金等  0 　預り金  60,144 
　その他未収金  3,397,040 　
固定資産  339,514,342 固定負債  0 
　基本財産  0 　
　特定資産  339,514,342 　
　その他固定資産  0 　
繰延資産  0 
資産合計  350,110,215 負債合計  5,211,591 

正味財産合計  344,898,624 

２．貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  令和 5年 3月 31 日現在
（単位：円）

科　　　　　　　目 当年度 前年度 増減
Ⅰ　資　産　の　部
　１流動資産
　　（1）現金及び預金 7,198,833 7,065,994 132,839
　　（2）未収賦課金等 0 0 0
　　（3）その他未収金 3,397,040 12,481,058 △ 9,084,018
　流動資産合計 10,595,873 19,547,052 △ 8,951,179
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各揚水機場用水管理者

鵜 ノ 森
前 須 田
須 田 第 1
須 田 第 2
須 田 第 3
須 田 第 4
庄 瀬 第 1
庄 瀬 第 2
庄 瀬 第 3
菱 潟
鋳物師興野
上 新 田
三 枚 田
中 村
茨曽根第2
茨曽根第3
茨曽根第4
茨曽根第5

上八枚第1
次郎右エ門興野
大谷内第1
大谷内第2
天 王
木 山 第 1
臼 井 第 1
臼 井 第 2
臼 井 第 3

0256 - 5 3 - 1 890
0256 - 5 3 - 1 807
0256 - 5 3 - 2 171
0256 - 5 3 - 2 171
0256 - 5 3 - 1 959
0256 - 5 3 - 2 171
3 7 3 - 1 0 2 7
3 7 3 - 1 0 2 7
3 7 3 - 1 7 7 5
3 7 3 - 1 4 0 4
3 7 3 - 1 4 0 4
3 7 4 - 2 8 3 5
0256 - 5 3 - 1 943
3 7 4 - 2 7 2 7
3 7 5 - 4 7 8 1
3 7 5 - 4 7 1 7
3 7 5 - 4 6 2 2
3 7 5 - 4 6 0 7

3 7 3 - 1 3 0 2
3 7 3 - 1 3 3 0
3 7 3 - 4 9 3 6
3 7 3 - 4 9 3 6
3 7 3 - 4 5 8 2
3 7 3 - 4 4 8 4
3 7 3 - 5 1 7 8
3 7 3 - 5 1 7 8
3 7 2 - 4 5 9 6

揚水機場名 代表者名 電話番号 揚水機場名 代表者名 電話番号

西 方 真 一
西 村 広 志
白 井 康 成
白 井 康 成
鈴 木 　 仁
白 井 康 成
川 又 英 紀
川 又 英 紀
荒 井 勝 一
桜 井 光 昭
桜 井 光 昭
岡 田 　 武
小 野 正 博
間　島　久仁夫
栗 田 隆 夫
五十嵐　一　哉
仲　野　信一郎
長　崎　　　均

河 内 　 昭
星 明
真 保 利 行
真 保 利 行
吉 田 熊 吉
丸 山 只 夫
長 橋 泰 一
長 橋 泰 一
松 澤 一 春

臼 井 第 4
臼 井 第 5
臼 井 第 6

茨曽根第1
道 潟 第 1
平潟新田
平 潟
戸 頭 第 1
戸 頭 第 2
戸 頭 第 3
和 泉 第 1

東笠巻新田
西笠巻新田
西 笠 巻
上 大 郷
横 垣
大 郷 第 1
大 郷 第 2
大 郷 第 3

鯵 潟 第 1
古 川
三 枚 潟
根 岸 第 1
根 岸 第 2
根 岸 第 3

髙 橋 一 美
田 巻 芳 雄
渡 辺 　 亙

山 崎 義 春
山 崎 義 春
平 山 一 男
平 山 一 男
田 辺 明 寿
平 野 　 正
平 野 　 正
高 橋 正 美

宮 﨑 英 明
橋 本 雅 和
三 富 浩 平
小 柳 重 明
小 出 一 郎
高 橋 淳 哉
五十嵐　守　夫
大 野 恭 平

伊 藤 行 雄
長　井　祐枝知
吉　原　弥太一
関 根 　 学
小 林 　 太
田 邉 丈 文

3 7 2 - 1 2 8 9
3 7 2 - 1 4 9 5
3 7 3 - 5 5 7 2

3 7 3 - 4 0 5 5
3 7 3 - 4 0 5 5
3 7 3 - 4 0 1 3
3 7 3 - 4 0 1 3
3 7 2 - 4 5 7 8
3 7 5 - 4 8 3 1
3 7 5 - 4 8 3 1
3 7 2 - 1 6 8 4

3 6 2 - 5 4 8 2
3 6 2 - 5 3 8 6
3 7 3 - 5 5 6 7
3 6 2 - 5 5 7 6
2 8 0 - 2 3 5 6
3 6 2 - 5 9 7 2
2 8 0 - 2 3 4 6
2 8 0 - 3 6 8 2

3 7 2 - 1 6 9 1
2 0 1 - 8 9 6 9
3 7 2 - 3 0 9 1
3 6 2 - 6 2 9 2
3 6 2 - 6 2 0 4
3 6 2 - 5 2 2 3

（中鵜森）
（前須田）
（北　潟）
（北　潟）
（砂押新田）
（北　潟）
（庄瀬第1）
（庄瀬第1）
（牛　崎）
（鋳物師興野）
（鋳物師興野）
（上新田）
（田中新田）
（上吉上）
（下　茨）
（清　水）
（新　村）
（ 庚 ）

（上八枚）
（次郎右エ門興野）
（櫛　笥）
（櫛　笥）
（鍋　潟）
（下木山）
（堀　掛）
（堀　掛）
（戸　石）

（下八枚）
（上　浦）
（小蔵子）

（下道潟）
（下道潟）
（平潟新田）
（平潟新田）
（戸頭上）
（東萱場）
（東萱場）
（和　泉）

（東笠巻新田）
（西笠巻新田）
（西笠巻）
（上大郷）
（横　垣）
（獺ケ通）
（西酒屋）
（下大郷第2）

（十五間）
（七軒町）
（蓑　口）
（北田中）
（山崎興野）
（中塩俵）

＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊印は管理機場が２ヶ所以上ある方です。

・限られた用水の平等利用を心がけ、お互いに協力し
ましょう。
・取水最大時間帯を避け、取水をした方が効果的です。
・運転時間の早い機場は、前日の夕方に給水栓を開け
て下さい。
・機場周辺のバルブは全開にせず、少なめの開度に調
整してパイプライン末端部迄の用水均等配分に協力
して下さい。
・フェーン等の場合は早めに引水し、節水を心掛けま
しょう。
・用水の掛かりが悪い場合は、各機場管内で日割り灌
漑等の対応をお願いします。
・掛け流しは絶対にしないで下さい。

※1 降雨状況により、運転を停止する場合があります。
※2 用水に関する要請や相談等がありましたら、
　　地元の関係役員（用水管理者）に連絡して下さい。

・バルブの開閉は、ゆっくり、顔を少し離して操作
して下さい。
・バルブにゴミが詰まった場合、無理に操作すると
故障の原因になりますので、運転時間外に分解し
て取り除いて下さい。
・給水栓の部品は個人負担です。部品の交換は運転
時間外に取り替えて下さい。（緊急時は除く）

◎水管理についてお願い

◎給水栓操作取り扱いについて

上郷区域

上郷西用中用区域

下郷信濃川区域

下郷中ノ口川区域

上郷東用区域

給水栓部品取扱所 電話番号

加茂市大字後須田506番地
（株）高 　 　 正

新潟市南区菱潟新田949番地
渡　辺　建　設 （株）

新潟市南区戸石373番地
川 崎 農 機 具 店

新潟市南区臼井1321番地
原　　　商　　　会

新潟市南区臼井1436番地
長 谷 川 農 機 具 店

新潟市南区犬帰新田440番地1
（株）外 　 川   組

新潟市南区白根東町１-４-３６
白根郷土地改良区

　 ０２５６
   　５２-６０５０

　 ０２５
    ３７２-４０１１

　 ０２５６-33-8195

　 ０２５
    ３７３-１１４５

　 ０２５
    ３７３-５５００
　 ０２５
    ３７３-５２０８
　 ０２５
    ３６２-５４３７
　 ０２５
    ３７２-１１７１

三条市荻島976
大　島　頭　首　工

運転状況の最新情報は、
ホームページをご覧下さい。

又は http://www.shironegou.jp/koji/unten.pdf

白根郷用水計画

５月13日以降の休日で
緊急の場合

職名 課　名 課　長 課長補佐 係　名 係　長 係　　員

事
務
局
長　

本
田
　
利
憲

総務課 関根　　良 田中　和幸
（係長兼務）

庶務係 佐藤　智子 小田　千陽　　上杉　海都　　安澤あずさ

管理係 田中　和幸 高山　和彦　　小林　　巧　　青木　綾実

経理係 廣木　一浩 大澤　美月

農　村

整備課
佐藤五輪雄

高井　　実
（参事兼務）

松井　泰寛
（係長兼務）

事業係 小林　　誠 関根　敏喜　　齊藤　朱里　　小林　夏希　

工事係 松井　泰寛
高田　幸博　　中村　　孝　　泉井　勇哉
高野　亮介　　青山　大樹

用排水係 中野　　司
渡辺　　茂　　長谷川淳一　　山際　優太
須田　　篤　　梅田　　望　　難波　卓朗
相沢　孝文

白根排水
機場係 高橋　徳仁

見原美由紀　　牧口　栄樹　　森山　　彰
阿部　尚輝　　関口　翔太　　伊藤　昌祥
田村　茂（臨時） 　相沢　孝之（臨時）　小林　高幸（臨時）
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【機場担当者】
管理区域 連  絡  先 担当者名（◎責任者） 委　託　者　名

庄瀬第2
025-372-4216

大島頭首工
0256-33-8195
ＦＡＸ0256-47-6070

◎真 保 功 一
　石 田 　 篤

（管理責任者）
渡辺　茂

◎須 藤 誉 一
　高 橋 正 美

山際優太
難波卓朗

高野亮介
小林夏希

須田　篤
青山大樹

伊丹忠穂

◎小 港 賢 一
　長 崎 　 均

◎皆 川 秀 人
　阿 部 藍 輝

◎和 田 道 男
　和 田 　 豊

中　用
025-375-1348

鯵潟第1
025-372-3821
川根潟

025-372-5524

戸　石
025-372-5521
臼井第6

025-373-5004

大郷第2
025-280-4517
東笠巻新田
025-362-5259

白根排水機場 025-377-2465
　　　　　  （白根排水機場直通）
　　　　　　 025-377-2236（FAX兼用）
中部排水機場 025-372-3787（既設）
　　　　　　 025-362-7054（増設）
萱場排水機場 025-375-5503

白 井 康 成
本 名 　 護

和泉八寿雄
山 田 晃 一

智 野 安 則
長 橋 憲 市

三 富 　 敦
白井 孝 司

宮 崎 岩 男
白井 孝 司
中山 重 男

長 橋 憲 市
遠 藤 隆 行
佐 藤 敏 郎

荒 木 春 夫
小 林 正 重
笠 原 秀 一

長谷川　武
田中 宗 男

山 田 晃 一 若 林 　 修

下郷中ノ口川
区 　 　 域

下郷信濃川
区 　 　 域

上 郷 西 用
中 用 区 域

上郷東用区域

上 郷 区 域

係長　高橋徳仁

田村　茂　　相沢孝之
小林高幸臨時職員

管
理
職
員

委
託
者

藤崎幹雄 石田洋一田巻信夫

用排水関係担当者一覧表

見原美由紀　　牧口栄樹　　森山　彰
阿部尚輝　　　関口翔太　　伊藤昌祥
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LINEによる時間外運転の情報配信について
LINEのメッセージで機場の延長・通し運転の情報をお知らせします。
情報の欲しい機場のブロックのQRコードを読み取り、友達追加をしてください。
各ブロックのアカウントより、メッセージが配信されます。
複数ブロックに圃場のある方は、ブロックごとに登録をお願いいたします。
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第
一

根
岸
第
二

根
岸
第
三

茨
曽
根

　
第
五

中
村

茨
曽
根
第
三

茨
曽
根
第
二

戸
頭
第
一

戸
頭
第
二

戸
頭
第
三

道
潟
第
一

平
潟
新
田和

泉
第
一

三
枚
潟

松
橋

古
川

平
潟

須
田
第
四

前
須
田

臼
井
第
二

東
笠
巻
新
田

西
笠
巻
新
田

西
笠
巻

上
大
郷

大
郷
第
一

鷲
ノ
木

大
郷
第
三

横
垣

赤
渋 庚

塚

上 郷 東 用 区 域

下 郷 中 ノ 口 川 区 域

下 郷 信 濃 川 区 域

上 郷 西 用 中 用 区 域

上 郷 区 域

ＱＲコード

111

333

2-12-12-12-22-22-2

4-14-14-14-24-24-2
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事 業 年 度

総 事 業 費

事 業 内 容

総 事 業 量

令和５年度事業量

令和５年度事業費

国営附帯県営農地防災事業

R3年度～R5年度完了

408,632,947円

排水フリュームへの更新

ΣL=1322.0m

HF H1300×B1600　L=64.9m

HF H1200×B1500　L=353.6m

124,756,000円

事 業 年 度

事 業 内 容

事 業 量

事 業 費

水利施設等保全高度化事業

R5年度

排水フリュームへの更新

HF H1200×B1200　L=48.5m

5,200,000円

事 業 年 度

事 業 内 容

事 業 量

事 業 費

農業水路等長寿命化・防災減災事業

R5年度

排水フリュームへの更新

HF H800×B800　L=66.0m

4,000,000円

事 業 年 度

事 業 内 容

事 業 量

事 業 費

維持管理適正化事業

R5年度

排水フリュームへの更新

HF H800×B800　L=144.0m

HF H600×B600　L=38.2m

11,202,400円

事 業 年 度

総 事 業 費

事 業 内 容

総 事 業 量

令和５年度事業量

令和５年度事業費

県営かんがい排水事業

R3年度～

994,000,000円

遠方監視制御装置の設置

中央管理所　　１ヶ所

揚水機場　　６２ヶ所

排水機場　　　３ヶ所

揚水機場　　１０ヶ所

226,549,400円
末端圧力伝送装置 インバータ

５期地区　新通排水路

白根郷地区

小潟堀

庄瀬地区排水路

真木下江2号支線

外５路線　計６施設

外６路線　計７施設

外10施設・４路線　計15施設
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令和６年１月１日に能登半島地震が発生し、白根郷では震度５強の強い揺れを観測しました。非
かんがい期であることから被害の全容が見えず、４月の作付けへの影響が懸念されたことから、急
遽全郷でパイプテストを実施することとしました。臨時取水権と臨時電力を取得し、１月２９日から２月
５日までパイプテストを実施したところ、複数箇所で地震による被害が確認され、４月３日現在で２６ヶ
所に上っています。工事中で、運転できなかった揚水機場については、４月に早めのパイプテストを実
施しました。被災箇所については、被災金額に応じて災害復旧事業が適用されることとなっており、
査定前着工で応急工事、本復旧工事と順次進めてまいります。
組合員の皆様には、営農に支障が無いよう努めますので、ご理解ご協力お願い申し上げます。ま

た、土地改良施設の異常などお気づきの点がございましたら土地改良区までご一報ください。

令和６年１月１日能登半島地震による被害状況と経過報告

赤渋地内大郷事業区排水路
排水フリュームの隆起、液状化（300ｍ）

大沼用水路
用水路本管からの畑取水工の継手部の破損、
液状化

庚塚用水路
三面コンクリートの目地部より漏水（約900ｍ）

山崎用水路
三面コンクリートの止水板割れによる漏水
（約650ｍ）
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現
総
代
の
任
期
満
了（
７
月
29
日
）に
伴
う
総
代
総
選
挙
が
、
白
根
郷

土
地
改
良
区
の
管
理
の
も
と
、
次
の
日
程
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

１
、
選
挙
期
日
の
告
示　
　

７
月
１
日（
月
）

２
、
選
挙
期
日（
投
票
日
）

７
月
８
日（
月
）　

投
票
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

た
だ
し
、
立
候
補
者
が
定
数
を
超
え

な
い
場
合
投
票
は
行
い
ま
せ
ん
。

３
、
選
挙
区
及
び
総
代
定
数

定
款
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
表

の
と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
、
立
候
補
届
出
期
間

７
月
１
日（
月
）〜
７
月
２
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

届
出
場
所
は
、

白
根
郷
土
地
改
良
区　

総
務
課
庶
務
係

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
国
内
外

の
潮
流
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
土
地
改
良

区
で
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
理
事
に
占

め
る
割
合
を
10
%
以
上
に
す
る
と
い
う
目

標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

白
根
郷
で
は
、
今
回
の
役
員
改
選
で
員

外
女
性
理
事
１
名
を
登
用
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

※選挙についての詳しいことは、
　白根郷土地改良区へお問い合わせ
　下さい。
　☎025－372－1171

選　　挙　　区
第 １ 選挙区（新飯田事業区）
第 ２ 選挙区（須　田事業区）
第 ３ 選挙区（茨曽根事業区）
第 ４ 選挙区（庄　瀬事業区）
第 ５ 選挙区（小　林事業区）
第 ６ 選挙区（白　根事業区）
第 ７ 選挙区（臼　井事業区）
第 ８ 選挙区（大　郷事業区）
第 ９ 選挙区（鷲　巻事業区）
第１０選挙区（根　岸事業区）
　　　　　       　計

総代定数
2人
4人
4人
8人
6人
4人
4人
5人
6人
7人
50人

総代選挙のお知らせ

▶理事任期　令和６年８月25日（日）
▶監事任期　令和６年８月31日（土）

役 員 改 選 の お 知 ら せ

８月に開催予定の臨時総代会において、任期満了に伴う
役員（理事・監事）選挙を行う予定です。
なお選挙すべき定数は、員内理事10人、員外理事１人、
員内監事４人、員外監事１人です。

員
外
理
事
を
新
設
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新
採
用
職
員

総　務　課
庶　務　係
安澤あずさ

（
３
月
31
日
付
）

（
３
月
31
日
付
）

退
　
職
　
者

農
村
整
備
課
工
事
係

　
　
　
若
林
　
　
修

農
村
整
備
課
工
事
係

　
　
　
樋
詰
　
珠
美

こんな時は届出をこんな時は届出を
○経営移譲したとき

○経営の若返り等で、使用権を設定したとき

○利用権設定による賃貸借で賦課金の納入者を変

　更するとき

○農用地利用集積計画による契約および契約解約

　（契約期間満了による解約を含む）

○生前一括贈与をしたとき

○売買・交換等があったとき

○組合員が死亡したとき

○組合員が住所変更したとき

組合員の資格に移動があった場合 農地を転用する場合
○農地を転用するとき（公共用地への転用、道路

拡幅等を含む）は、農地転用等の通知及び地区

除外申請書を提出して下さい。

注意！ 滞納賦課金は新組合員に承継

※農業委員会への届出だけでは土地改良区の賦課台帳は変わりませんので、
必ず土地改良区に届け出て手続きをして下さい。

農地の売買や組合員の資格交代の際、その土地に滞納賦課金がある場合は、新しくその土地を取得
した方に滞納賦課金を支払うよう土地改良法第４２条第１項に規定されております。確かめてから売
買契約等するよう注意願います。

◎ お問い合わせは総務課管理係まで ◎

土地改良施設等を使用する場合
○雨水排水や合併浄化槽処理水の放流、土地改

良施設用地を出入口等に使用する場合は、他

目的使用申請書を提出し、承認を得て下さい。

永
き
に
渡
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◆◆◆ 揚水機場運転時間１時間短縮のお願い ◆◆◆
令和６年５月１６日㈭～８月３１日㈯
１８時から１７時に変更

期 間
機場停止時間

昨今の電気料金の高止まりを受け、昨年に引き続き、令和６年度も全郷で使用量の
削減に取り組むこととなりました。組合員の皆様には、ご不便をおかけいたしますが、
昨年度同様上記のとおり運転時間が変更となりますので、何卒ご理解ご協力の程よ
ろしくお願いいたします。尚、延長・通し運転の対応は、従来どおりです。用水に
お困りの方は、地元役員、用水管理者を通して土地改良区までお問合せください。

本年度より土改広報の作成に携わらせていた
だきました、総務課庶務係の上杉海都と申しま
す。
昨年度は梅雨明け後、高温かつ降雨が全くな

く、作物の等級がかつてない程落ちるなどの甚
大な被害があったことと存じます。
そのような異常気象に対する組合員の皆様の

多大なるご努力には益々敬服するばかりです。
さて、今年度も用水時期を迎えましたが、役

職員一丸となって用水の安定供給に努めてまい
りますので、ご理解、ご協力の程よろしくお願
い致します。
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